
2013 年 6 月吉日 

関係各位 

第 2 回日本アスレティックトレーニング学会学術集会 

会長 山本利春 

 

第 2 回日本アスレティックトレーニング学会学術集会のご案内 

 

拝啓 陽春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼

申し上げます。 

 さて、日本アスレティックトレーニング学会の催事事項といたしまして日本体育協会からの後援もい

ただき、第 2回日本アスレティックトレーニング学会学術集会を下記の通り開催する運びとなりました。 

 本学会における学術集会はアスレティックトレーナーが関わる全ての領域の科学的研究とその発

展、会員相互の連携と情報交換を促進し、関連機関との交流を図ることにより、アスレティックト

レーナーの社会的認知を高め、スポーツおよびスポーツ医科学の普及・発展に寄与することをめざ

しております。 

学術集会は全国からアスレティックトレーニングの関係者の参加を予定しております。お忙しい

中恐縮ではございますが、皆様の自己研鑽の場やネットワーク作りに本学会学術集会を活用してい

ただければ幸いです。 

敬具 

記 

 

１．日  時：2013 年 6 月 29 日（土）10：30 から 6月 30 日（日） 9：00 から 

２．場  所：国際武道大学（千葉県勝浦市新官 841） 

３．テ ー マ：アスレティックトレーニング学の体系化を目指して 

４．参 加 費：学会会員 事前登録  8,000 円  当日登録  9,000 円 

        非会員 事前登録 10,000 円  当日登録 12,000 円  

※ 懇親会 3,000 円(参加される方は別途徴収させていただきます) 

※ 参加費には 2日間の昼食（お弁当）代が含まれています。 

５．プログラム：大会長講演、シンポジウム、ワークショップ、一般研究発表、ランチョンセミナー 

（詳細別紙）         

６．申込方法：大会申込、詳細等については、学会ホームページ（http://js-at.jp/index.html）を 

ご参照ください。 

７．注意事項：本学術集会は、日本体育協会公認アスレティックトレーナーの資格更新のための義務研 

修とはなりません。 

 

第 2 回日本アスレティックトレーニング学会学術集会 

  事務局担当：笠原政志（m-kasahara@budo-u.ac.jp） 

         第 2回学術集会事務局（ the2ndamjsat@yahoo.co.jp） 

mailto:m-kasahara@budo-u.ac.jp
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■学術集会プログラム 

6月 29日（土） 内   容 

10：30～12：00 一般研究発表 

12：00～12：30 企業プレゼンテーション＆ランチョン 

13：20～14：30 一般研究発表 

15：00～15：30 総会 

15：30～16：00 【会長講演】 「アスレティックトレーニング学会のこれからに期待するもの」 

演者：山本利春氏（国際武道大学） 

座長：村木良博氏（ケアステーション） 

16：00～17：30 【シンポジウムⅠ】 「アスレティックトレーニング関連組織の「ルーツ」」 

座長：片寄正樹氏（札幌医科大学） 

スポーツ選手のためのリハビリテーション研究会 1983 年～ （日野邦彦副代表） 

日本陸上競技連盟医事委員会トレーナー部 1989 年～ （岩本広明部長） 

日本水泳トレーナー会議 1991 年～ （加藤知生代表） 

ジャパン・アスレティックトレーナーズ機構 1996 年～ （高橋忠良副会長） 

日本体育協会公認アスレティックトレーナー制度 1994 年～ （金沢 敬課長） 

学生トレーナーの集い 1998 年～ （笠原政志事務局幹事） 

18：00～20：00 懇親会 

6月 30日（日） 内   容 

9：10～10：30 一般研究発表 

10：30～12：10 【ワークショップ】 「動画セッション“技術を語る”―テーピング」 

座長：山本利春氏（国際武道大学） 

カバーロールストレッチを用いた剥がれにくいテーピング 

石山修盟氏（Office I、ラグビー元日本代表チームトレーナー） 

水中で行う競技に用いるテーピング  

桑井太陽氏（㈱サンイリオス・インターナショナル、水泳日本代表チームトレーナー） 

伸縮性テープの素材を活かしたテーピング  

大隈重信氏（（株）BIGBEAR、アメフト日本代表チームトレーナー） 

12：10～13：20 【教育講演（ランチョンセミナー）】 「アスレティックトレーニングにおける研究の進め方」 

演者：木村貞治氏（信州大学） 

座長：坂本雅昭氏（群馬大学） 

13：20～15：00 【シンポジウムⅡ】 「アスレティックトレーニングの体系化を目指して 

―アスレティックトレーニング学の発展に期待するもの―」 

座長：小林寛和氏（日本福祉大学） 

基礎的な研究領域の観点から：鶴池柾叡氏（San José State University） 

実践的な研究領域の観点から：宮下浩二氏（中部大学） 

組織・社会的環境の観点から：馬場宏輝氏（国際武道大学） 

※時間帯・内容については、一部変更になることもあります。最新情報はＨＰでご確認ください。 



会場	


大会長	
2013年  6月 29日（土）・ 30日（日） 
　　　　10：30～　一般演題　 　9:10～　一般演題 

国際武道大学　千葉県勝浦市新官841	
  /	
  外房線勝浦駅下車	


山本利春（国際武道大学）	


 6月29日（土） 
会長講演	
 　日本アスレティックトレーニング学会のこれからに期待するもの　　山本利春(国際武道大学）	


シンポジウムⅠ	


　アスレティックトレーニング関連組織の「ルーツ」　　　座長：片寄正樹（札幌医科大学）	
  
　　スポーツ選手のためのリハビリテーション研究会　　日野 邦彦（帝京大学）	
  
　　日本陸上競技連盟医事委員会トレーナー部　　　　　岩本 広明（ミズノ株式会社）	
  
　　日本水泳トレーナー会議　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤 知生（桐蔭横浜大学）	
  
　　ジャパンアスレティックトレーナー機構　　　　　　　　　高橋 忠良（早稲田実業学校）	
  
　　日本体育協会公認アスレティックトレーナー制度　　 金沢 敬  （日本体育協会）	
  
　　学生トレーナーの集い　　　　　　　　　　　　　　　　　 　笠原 政志（国際武道大学）	


 6月30日（日） 
教育講演	
 　アスレティックトレーニングにおける研究の進め方　　　木村貞治（信州大学）	


シンポジウムⅡ	


　アスレティックトレーニング学の体系化を目指して　　　座長：小林寛和（日本福祉大学）	
  
　　基礎的研究の観点から　　　　　鶴池 柾叡（San	
  José	
  State	
  University）	
  
　　実践的研究の観点から　　　　　宮下 浩二（中部大学）	

　　組織・社会的研究の観点から　馬場 宏輝（国際武道大学）	


ワークショップ	


　「技術を語る」―テーピング 
　　カバーロールストレッチを用いた剥がれにくいテーピング　石山修盟 （Office	
  I、ラグビー元日本代表チームトレーナー）	
  
　　水中で行う競技に用いるテーピング　　桑井太陽 （㈱サンイリオス・インターナショナル、水泳日本代表チームトレーナー）	
  
　　伸縮性テープの素材を活かしたテーピング　　大隈重信 （（株）BIGBEAR、アメフト日本代表チームトレーナー）	


第2回日本アスレティックトレーニング学会学術集会事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  詳細はHPから　	
  
〒299-­‐5295	
  　千葉県勝浦市新官841　国際武道大学コンディショニング科学研究室　Email：the2ndamjsat@yahoo.co.jp	
  	
  	
  	
  	
  hKp://www.js-­‐at.jp/　	


主　催	


後　援	
  

日本アスレティックトレーニング学会	


公益財団法人　日本体育協会	


第2回日本アスレティックトレーニング学会�
学術集会�




